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演習問題      (水本: 2007.7.5) 

11.ラプラス変換の基礎 

【演習問題 11-1】 
関数 )(tf のラプラス変換が [ ] )()( sFtf =L であるとき、 
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n
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が成り立つことを示せ。 

【演習問題 11-2】 
次の関数のラプラス変換を求めよ。 
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【演習問題 11-3】 
 図 11-1(a)、(b)で表される )(tf , )(tg のラプラス変換

)(sF を求めよ。 
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【演習問題 11-4】 

次の関数 )(1 tf と )(2 tf に対して畳み込み関数 τττ dtffff �
∞

∞−
−= )()(* 2121 を求め、そのラプラス変換に

ついて ][][][ 2121 ffff LLL =∗ が成り立つことを示せ。 
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【演習問題 11-5】 
次のラプラス変換された分数 )(sF を部分分数展開し、そのラプラス逆変換を求めよ。 
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演習問題の解答 

【演習問題 11-1】 
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【演習問題 11-2】 
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であるから、ラプラス変換の性質(3) ( )[ ] )()(exp asFtfat +=−L を用いて次のように求まる。 
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【演習問題 11-3】 
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【演習問題 11-4】 
t<0で関数 )(1 tf と )(2 tf がいずれも値が 0であることに注意して畳み込み関数 
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【演習問題 11-5】 
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